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試験上の注意 

○ 試験監督者からの指示があるまで，試験問題用紙は机の上に置いた

ままで手を触れないでください。 

○ 受験票は机の端に置いてください。 

○ 問題は，問題用紙の両面に印刷されています。 

○ 規定の時間が経過し退出する場合は，席に座ったまま手を挙げ，試

験監督者の確認を受けてから，解答用紙のみを裏返して置き，静か

に退出してください（解答用紙は持ち帰らないこと）。 



解答用紙記入上の注意事項

○ 氏名，受験種別，受験番号の記入方法

 〔例〕

   農業用品目を受験する受験番号２００１番の場合

    １ 氏名，種別を記入

    ２ 受験番号欄に２００１と数字を記入

    ３ それぞれの数字のマークを塗りつぶす

毒物劇物取扱者試験解答用紙記載例
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○ 解答方法

 １ 各問題には 1 から 4 まで四つの選択肢がありますので，そのうちか

ら，問題に対応した答えを一つ選び，次の例にならって解答用紙に解

答してください。

  〔例〕 問題 10 鹿児島県の県庁所在地を下から選びなさい。

1 薩摩川内市

    2 鹿児島市

    3 鹿屋市

    4 奄美市

   正解は「2」ですので，解答用紙の  を塗りつぶして

としてください。

２ 採点は，光学式読みとり装置によって行います。解答用紙への解答

は，ＨＢの鉛筆を使用し，マーク記入枠  の内側を，隙間がないよ

うに濃く塗りつぶしてください。

  シャープペンシルは使用できません。

良いマークの例･･････

悪いマークの例･･････

  このような場合は，正解であっても解答したことになりません。

３ 一度解答したところを訂正する場合は，消しゴムで消し，消し残し

の無いように完全に消してください。鉛筆の跡が残ったり，   の

様な消し方などをした場合は，訂正又は解答したことになりませんの

で注意してください。

  また，消しゴムのカスが残らないように注意してください。

４ １問に二つ以上解答したときは不正解となります。

５ 解答用紙は，折り曲げたり，チェックやメモなどで汚したりしない

よう特に注意してください。

６ 印刷不良や落丁があった場合は，手を挙げてください。

  なお，試験の内容についての質問には，一切お答えできません。

1 2 3 410

2
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法規【一般、農業用品目、特定品目】 

※ 法規に関する以下の設問中、毒物及び劇物取締法を「法律」、毒物及び劇物取締法施行令を 

 「政令」、毒物及び劇物取締法施行規則を「省令」とそれぞれ略称する。また、「都道府県知事」 

 とあるのは、その店舗の所在地が地域保健法第５条第１項の政令で定める市（保健所を設置する 

 市）又は特別区の区域にある場合においては、市長又は区長とする。 

問 １ 以下の記述は、法律第１条の条文である。（   ）の中に入れるべき字句の正しい組み合

わせを下から一つ選び、その番号を解答欄に記入しなさい。 

法律第１条 

この法律は、毒物及び劇物について、（  ア  ）上の見地から必要な（  イ  ）を

行うことを目的とする。 

        ア     イ  

１  公衆衛生   取締 

２  保健衛生   取締 

３  保健衛生   指導 

４  公衆衛生   指導 

問 ２ 以下の物質のうち、法律第２条第３項の規定により、特定毒物に該当するものを一つ選び、

その番号を解答欄に記入しなさい。 

１ 水酸化ナトリウム 

２ モノフルオール酢酸アミド 

３ 水銀 

４ クロロホルム 
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問 ３ 以下のうち、法律第３条の３及び政令第３２条の２の規定により、興奮、幻覚又は麻酔の

作用を有する毒物又は劇物（これらを含有する物を含む。）として定められていないものを一

つ選び、その番号を解答欄に記入しなさい。 

   １ トルエン 

   ２ 亜塩素酸ナトリウム 

   ３ 酢酸エチルを含有するシンナー 

   ４ メタノールを含有する接着剤 

問 ４ 以下の記述は、法律第３条の４の条文である。（   ）の中に入れるべき字句の正しい組

み合わせを下から一つ選び、その番号を解答欄に記入しなさい。 

法律第３条の４ 

 引火性、発火性又は（  ア  ）のある毒物又は劇物であつて政令で定めるものは、業

務その他正当な理由による場合を除いては、（  イ  ）してはならない。 

ア     イ 

１  爆発性   所持 

２  興奮性   販売 

３  爆発性   販売 

４  興奮性   所持 

問 ５ 以下の記述は、法律第３条の条文の一部である。（   ）の中に入れるべき字句の正しい

組み合わせを下から一つ選び、その番号を解答欄に記入しなさい。なお、同じ記号の

（   ）内には同じ字句が入ります。 

毒物又は劇物の販売業の登録を受けた者でなければ、毒物又は劇物を販売し、（  ア  ）

し、又は販売若しくは（  ア  ）の目的で貯蔵し、運搬し、若しくは（  イ  ）し

てはならない。 

ア    イ 

１  授与   陳列 

２  使用   陳列 

３  授与   所持 

４  使用   所持 
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問 ６ 法律第３条の２の規定による、特定毒物研究者に関する以下の記述の正誤について、正し

い組み合わせを下から一つ選び、その番号を解答欄に記入しなさい。

ア 特定毒物研究者は、特定毒物を学術研究以外の目的にも使用することができる。

イ 特定毒物研究者は、特定毒物使用者に対し、その者が使用することができる特定毒物を譲

り渡すことができる。

ウ 特定毒物研究者は、特定毒物を使用することはできるが、製造してはならない。

エ 特定毒物研究者は、特定毒物を輸入することができる。

ア  イ  ウ  エ 

１  正  正  正  正 

２  正  正  誤  誤 

３  正  誤  誤  誤 

４  誤  正  誤  正 

問 ７ 毒物又は劇物の販売業に関する以下の記述のうち、誤っているものを一つ選び、その番号

を解答欄に記入しなさい。 

   １ 毒物又は劇物の販売業の登録は、店舗ごとに受けなければならない。 

   ２ 特定品目販売業の登録を受けた者でなければ、特定毒物を販売することはできない。 

   ３ 毒物又は劇物の販売業の登録は６年ごとに更新を受けなければ、その効力を失う。 

   ４ 農業用品目販売業の登録を受けた者は、農業用品目以外の毒物又は劇物を販売してはなら

ない。 
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問 ８ 省令第４条の４の規定による毒物又は劇物の製造所等の設備基準に関する以下の記述の正

誤について、正しい組み合わせを下から一つ選び、その番号を解答欄に記入しなさい。

ア 毒物又は劇物の貯蔵設備は、毒物又は劇物とその他の物とを区分して貯蔵できるものであ

ること。

イ 毒物又は劇物を貯蔵する場所が性質上かぎをかけることができないものであるときは、そ

の周囲に、堅固なさくが設けてあること。

ウ 毒物又は劇物を貯蔵するタンク、ドラムかん、その他の容器は、毒物又は劇物が飛散し、

漏れ、又はしみ出るおそれのないものであること。

エ 毒物又は劇物を陳列する場所にかぎをかける設備があること。

ア  イ  ウ  エ 

１  正  正  正  正 

２  正  正  誤  誤 

３  正  誤  正  誤 

４  誤  誤  誤  正 

問 ９ 毒物劇物取扱責任者に関する以下の記述のうち、誤っているものを一つ選び、その番号を

解答欄に記入しなさい。 

   １ 都道府県知事が行う毒物劇物取扱者試験の合格者又は薬剤師でなければ、毒物劇物営業者

の毒物劇物取扱責任者になることができない。 

   ２ 毒物又は劇物の販売業者は、毒物劇物取扱責任者を変更したときは、３０日以内に、その

店舗の所在地の都道府県知事に、その毒物劇物取扱責任者の氏名を届け出なければならない。 

３ １８歳未満の者は、毒物劇物取扱責任者になることができない。 

  ４ 毒物又は劇物の製造業者が、販売業を併せ営む場合において、その製造所と店舗が互い

に隣接しているとき、毒物劇物取扱責任者は、これらの施設を通じて1人で足りる。 
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問１０ 毒物劇物営業者に関する以下の記述の正誤について、正しい組み合わせを下から一つ選び、

その番号を解答欄に記入しなさい。

ア 毒物劇物営業者は、その氏名又は住所（法人にあっては、その名称又は主たる事務所の所

在地）を変更したときは、５０日以内に、その旨を届け出なければならない。

イ 毒物劇物営業者は、その営業の登録が効力を失ったときは、３０日以内に、現に所有する

特定毒物の品名及び数量を届け出なければならない。

ウ 毒物劇物販売業者は、毒物又は劇物を貯蔵する設備の重要な部分を変更したときは、３０

日以内に、その旨を届け出なければならない。

エ 毒物劇物製造業者は、登録を受けた毒物又は劇物以外の毒物又は劇物を製造しようとする

ときは、あらかじめ登録の変更を受けなければならない。

ア  イ  ウ  エ 

１  正  正  正  誤 

２  正  誤  誤  誤 

３  誤  正  誤  正 

４  誤  誤  正  正 

問１１ 以下の記述は、法律第１１条第４項の条文である。（   ）の中に入れるべき字句を下か

ら一つ選び、その番号を解答欄に記入しなさい。 

法律第１１条第４項 

毒物劇物営業者及び特定毒物研究者は、毒物又は厚生労働省令で定める劇物については、そ

の容器として、（   ）の容器として通常使用される物を使用してはならない。 

   １ 医薬品 

   ２ 化粧品 

   ３ 飲食物 

   ４ 農薬 



- 6 - 

問１２ 以下の毒物又は劇物の表示に関する記述のうち、法律第１２条第１項の規定により、正し

いものを一つ選び、その番号を解答欄に記入しなさい。 

１ 毒物劇物営業者は、毒物の容器及び被包に、「医薬用外」の文字及び赤地に白色をもって

「毒物」の文字を表示しなければならない。 

２ 毒物劇物営業者は、毒物の容器及び被包に、「医薬部外」の文字及び白地に赤色をもって

「毒物」の文字を表示しなければならない。 

３ 毒物劇物営業者は、劇物の容器及び被包に、「医薬用外」の文字及び赤地に白色をもって

「劇物」の文字を表示しなければならない。 

４ 毒物劇物営業者は、劇物の容器及び被包に、「医薬部外」の文字及び白地に赤色をもって

「劇物」の文字を表示しなければならない。 

問１３ 以下の記述は、法律第１２条第２項の条文である。（   ）の中に入れるべき字句の正し

い組み合わせを下から一つ選び、その番号を解答欄に記入しなさい。 

   法律第１２条第２項 

    毒物劇物営業者は、その容器及び被包に、左に掲げる事項を表示しなければ、毒物又は劇物

を販売し、又は授与してはならない。 

一 毒物又は劇物の名称 

二 毒物又は劇物の（  ア  ）及びその（  イ  ） 

三 厚生労働省令で定める毒物又は劇物については、それぞれ厚生労働省令で定めるその 

（  ウ  ）の名称 

四 毒物又は劇物の取扱及び使用上特に必要と認めて、厚生労働省令で定める事項 

 ア        イ     ウ    

１  成分      性状   中和剤 

２  化学構造式   含量   中和剤 

３  成分      含量   解毒剤 

４  化学構造式   性状   解毒剤 
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問１４ 以下の劇物のうち、毒物劇物営業者が省令で定める方法により着色したものでなければ、

農業用として販売し、又は授与してはならないものとして、正しいものの組み合わせを下か

ら一つ選び、その番号を解答欄に記入しなさい。 

ア 硫酸タリウムを含有する製剤たる劇物 

イ ジメトエートを含有する製剤たる劇物 

ウ 塩素酸ナトリウムを含有する製剤たる劇物 

エ 燐
りん

化亜鉛を含有する製剤たる劇物 

１（ア、イ） 

２（ア、エ） 

３（イ、ウ） 

４（ウ、エ） 

問１５ 以下のうち、毒物又は劇物の販売業者が、毒物劇物営業者以外の者に毒物又は劇物を販売

するときに、譲受人から提出を受けなければならない書面の記載事項として、法律第１４条

に規定されていないものを一つ選び、その番号を解答欄に記入しなさい。

１ 毒物又は劇物の使用目的

２ 販売年月日

３ 毒物又は劇物の名称及び数量

４ 譲受人の氏名、職業及び住所（法人にあっては、その名称及び主たる事務所の所在地）

問１６ 以下のうち、法律第１４条第４項の規定により、毒物又は劇物の販売業者が、毒物劇物営業

者以外の者に劇物を販売するときに、譲受人から提出を受ける書面の保存期間として、正しい

ものを一つ選び、その番号を解答欄に記入しなさい。

１ 販売の日から１年間

２ 販売の日から３年間

３ 販売の日から５年間

４ 販売の日から６年間
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問１７ 以下の記述は、法律第１５条第１項の条文である。（   ）の中に入れるべき字句の正し

い組み合わせを下から一つ選び、その番号を解答欄に記入しなさい。 

法律第１５条第１項 

 毒物劇物営業者は、毒物又は劇物を次に掲げる者に交付してはならない。 

一 （  ア  ）未満の者 

二 心身の障害により毒物又は劇物による保健衛生上の危害の防止の措置を適正に行うこと 

ができない者として厚生労働省令で定めるもの 

三 麻薬、（  イ  ）、あへん又は覚せい剤の中毒者 

ア      イ   

１  ２０歳    大麻 

２  １８歳    向精神薬 

３  １８歳    大麻 

４  ２０歳    向精神薬 

問１８ 以下の記述は、政令第４０条の５及び省令第１３条の５に規定されている、毒物又は劇物

の運搬方法に関するものである。（   ）の中に入れるべき字句として正しい組み合わせ

を下から一つ選び、その番号を解答欄に記入しなさい。 

劇物である硝酸を、車両を用いて１回につき８，０００キログラム運搬するときは、 

車両に（  ア  ）メートル平方の板に地を（  イ  ）、文字を白色として、

（  ウ  ）と表示した標識を、車両の前後の見やすい箇所に掲げなければならない。 

ア     イ    ウ

１  ０．５   赤色   「毒」 

２  ０．３   黒色   「毒」 

３  ０．３   赤色   「劇」 

４  ０．５   黒色   「劇」 
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問１９ 以下の記述は、運搬業者が車両を使用して１回につき５，０００キログラムの塩素を運搬す

る際に、当該車両に備えなければならない省令で定める保護具を示したものである。（   ）

の中に入れるべき字句を下から一つ選び、その番号を解答欄に記入しなさい。

   保護手袋、保護長ぐつ、保護衣、（   ） 

１ 酸性ガス用防毒マスク 

２ 有機ガス用防毒マスク 

３ 普通ガス用防毒マスク 

４ アンモニア用防毒マスク 

問２０ 以下の記述は、毒物又は劇物の廃棄の方法に関する政令第４０条の条文の一部である。

（   ）の中に入れるべき字句の正しい組み合わせを下から一つ選び、その番号を解答欄

に記入しなさい。

一 （  ア  ）、加水分解、酸化、還元、稀釈その他の方法により、毒物及び劇物並びに

法第１１条第２項に規定する政令で定める物のいずれにも該当しない物とすること。

二 ガス体又は揮発性の毒物又は劇物は、保健衛生上危害を生ずるおそれがない場所で、少

量ずつ放出し、又は揮発させること。

三 可燃性の毒物又は劇物は、保健衛生上危害を生ずるおそれがない場所で、少量ずつ

（  イ  ）させること。

四 前各号により難い場合には、地下１メートル以上で、かつ、（  ウ  ）を汚染するお

それがない地中に確実に埋め、海面上に引き上げられ、若しくは浮き上がるおそれがない

方法で海水中に沈め、又は保健衛生上危害を生ずるおそれがないその他の方法で処理する

こと。

ア    イ    ウ

１  中和   蒸発   土壌

２  濃縮   蒸発   地下水

３  中和   燃焼   地下水

４  濃縮   燃焼   土壌
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問２１ 毒物劇物営業者が毒物又は劇物を販売又は授与する際の情報提供に関する以下の記述のう

ち、正しいものの組み合わせを下から一つ選び、その番号を解答欄に記入しなさい。 

ア 毒物劇物営業者は、毒物又は劇物の譲受人に対し、既に当該毒物又は劇物の性状及び取扱

いに関する情報を提供していたとしても、販売する際には必ず情報提供しなければならない。

イ 譲受人の承諾があれば、情報提供の方法は必ずしも文書の交付でなくてもよい。

ウ 提供した毒物又は劇物の性状及び取扱いに関する情報の内容に変更が生じたときは、速や

かに、販売した譲受人に対し、変更後の性状及び取扱いに関する情報を提供するよう努めな

ければならない。

エ 毒物劇物営業者は、１回につき２００ミリグラム以下の毒物を販売する場合、譲受人に対

して情報提供を省略できる。

１（ア、ウ）

２（ア、エ）

３（イ、ウ）

４（イ、エ）

問２２ 以下のうち、政令第４０条の９及び省令第１３条の１２の規定により、毒物劇物営業者が毒

物又は劇物を販売し、又は授与する時までに、譲受人に対し提供しなければならない情報の内

容について、正しいものの組み合わせを下から一つ選び、その番号を解答欄に記入しなさい。 

ア 盗難・紛失時の措置

イ 取扱い及び保管上の注意

ウ 毒物劇物取扱責任者の氏名

エ 応急措置

１（ア、イ）

２（ア、ウ）

３（イ、エ）

４（ウ、エ）
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問２３ 以下の記述は、法律第１６条の２第１項の条文である。（   ）の中に入れるべき字句の

正しい組み合わせを下から一つ選び、その番号を解答欄に記入しなさい。 

法律第１６条の２第１項 

毒物劇物営業者及び特定毒物研究者は、その取扱いに係る毒物若しくは劇物又は第１１条

第２項に規定する政令で定める物が飛散し、漏れ、流れ出、しみ出、又は地下にしみ込んだ

場合において、不特定又は多数の者について保健衛生上の危害が生ずるおそれがあるときは、

（  ア  ）、その旨を（  イ  ）、警察署又は（  ウ  ）に届け出るとともに、

保健衛生上の危害を防止するために必要な応急の措置を講じなければならない。 

   ア        イ       ウ   

１  直ちに     労働基準監督署   消防機関 

２  ３日以内に   労働基準監督署   医療機関 

３  直ちに     保健所       消防機関 

４  ３日以内に   保健所       医療機関 

問２４ 法律第１７条に規定されている、立入検査等に関する以下の記述について、誤っているも

のを下から一つ選び、その番号を解答欄に記入しなさい。 

１ 都道府県知事は、保健衛生上必要があると認めるときは、毒物又は劇物の販売業者から

必要な報告を徴することができる。 

２ 毒物劇物監視員は、薬事監視員のうちからあらかじめ指定されている。 

３ 毒物劇物監視員は、その身分を示す証票を携帯し、関係者から請求があるときは、証票 

を提示しなければならない。 

   ４ 都道府県知事は、犯罪捜査上必要があると認めるときは、毒物劇物監視員に、毒物又は 

劇物の販売店舗に立ち入り、試験のために必要な最小限度の分量に限り、毒物又は劇物を 

収去させることができる。 
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問２５ 以下のうち、法律第２２条第１項の規定により、業務上取扱者の届出を要する事業として、

定められていないものを一つ選び、その番号を解答欄に記入しなさい。 

１ 砒
ひ

素化合物を用いて、しろあり防除を行う事業

２ 水酸化ナトリウムを用いて、清掃を行う事業

３ シアン化ナトリウムを用いて、金属熱処理を行う事業

４ 最大積載量が５，０００キログラム以上のタンクローリーを用いて、臭素の運搬を行う事

業 
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基礎化学【一般、農業用品目、特定品目】 

問２６ 以下の物質のうち、互いに同素体であるものの組み合わせを下から一つ選び、その番号を

解答欄に記入しなさい。 

ア ナトリウム 

イ 黒鉛 

ウ 亜鉛 

エ ダイヤモンド 

１（ア、イ）

２（ア、ウ）

３（イ、エ）

４（ウ、エ）

問２７ 混合物の分離方法に関する以下の関係の正誤について、正しい組み合わせを下から一つ選

び、その番号を解答欄に記入しなさい。 

                  操作              方法 

   ア  水とエタノールの混合物から水を取り出す      － ろ過 

   イ  硫酸銅から不純物の塩化ナトリウムを取り除く     － 昇華  

   ウ  石油からガソリンや灯油を取り出す          － 分留  

   エ  砂と塩化ナトリウム水溶液の混合物から砂を取り除く － 抽出  

ア  イ  ウ  エ 

１  正  正  正  正 

２  正  正  誤  誤 

３  誤  正  正  誤 

４  誤  誤  正  誤 
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問２８ 以下の現象を表す記述の正誤について、正しい組み合わせを下から一つ選び、その番号を

解答欄に記入しなさい。 

ア 液体が気体になる変化を昇華という。  

   イ 液体が固体になる変化を凝縮という。  

   ウ 固体が液体になる変化を風解という。  

   エ 固体が気体になる変化を蒸発という。  

ア  イ  ウ  エ 

１  正  正  誤  正 

２  正  正  誤  誤 

３  誤  正  正  誤 

４  誤  誤  誤  誤 

問２９ 水素イオン濃度に関する以下の記述について、（   ）の中に入れるべき字句の正しい組

み合わせを下から一つ選び、その番号を解答欄に記入しなさい。

    ｐＨ４の水溶液の水素イオン濃度は、ｐＨ６の水溶液の水素イオン濃度の（  ア  ）で

あり、液性は（  イ  ）である。 

     ア      イ 

１  １．５倍   酸性 

２  １．５倍   塩基性 

３  １００倍   酸性 

４  １００倍   塩基性 
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問３０ 以下の記述のうち、正しいものの組み合わせを下から一つ選び、その番号を解答欄に記入

しなさい。 

ア 触媒は、反応の前後において自身が変化し、化学反応の速さを変化させる。 

イ 反応物が活性化状態に達するのに必要な最小のエネルギーのことを活性化エネルギーとい

う。 

   ウ 反応物の濃度は、化学反応の速さに影響を与えない。 

   エ 物質が変化するときの反応熱の総和は、変化する前と変化した後の物質の種類と状態で決

まり、反応経路や方法には関係しない。 

１（ア、イ）

２（ア、ウ）

３（イ、エ）

４（ウ、エ）

問３１ 金属元素と炎色反応の関係について、正しい組み合わせを下から一つ選び、その番号を解

答欄に記入しなさい。 

     金属元素 炎色反応 

ア リチウム 黄色 

イ ナトリウム 赤色 

ウ カリウム 紫色 

エ  銅 青緑色 

   １（ア、イ） 

   ２（ア、エ） 

   ３（イ、ウ） 

   ４（ウ、エ） 
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問３２ 以下の記述について、（   ）の中に入れるべき数字として最も近いものを下から一つ選

び、その番号を解答欄に記入しなさい。なお、原子量は、Ｈ＝１、Ｏ＝１６、Ｎａ＝２３と

する。 

    水２Ｌに水酸化ナトリウムを（   ）ｇ秤量して溶かし、水酸化ナトリウム水溶液のモル

濃度を０．４ｍｏｌ／Ｌに調製した。 

１ ０．２ 

２ ０．８ 

３ ８ 

４ ３２ 

問３３ 非金属元素に関する以下の記述のうち、誤っているものを一つ選び、その番号を解答欄に

記入しなさい。 

１ ハロゲンの単体は、強い還元力をもつ。 

２ ハロゲンの原子は、一価の陰イオンになりやすい。 

３ 希ガスは常温常圧では、単原子分子の気体として存在する。 

４ 希ガスの原子は、他の原子と反応しにくく、極めて安定である。 

問３４ 以下の記述のうち、酸化還元反応が起こっているものを一つ選び、その番号を解答欄に記

入しなさい。 

   １ シリカゲルは水をよく吸収するので、乾燥剤として利用されている。 

   ２ 鉄の粉末はよく振ると発熱するので、使い捨てカイロなどに利用されている。 

   ３ 炭酸水素ナトリウムは加熱すると二酸化炭素を発生するので、ベーキングパウダーとして

製菓などに利用されている。 

   ４ 酸化カルシウムは水と反応すると発熱するので、食品の加温などに利用されている。 
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問３５ 燃料電池に関する以下の記述について、（   ）の中に入れるべき字句の正しい組み合わ

せを下から一つ選び、その番号を解答欄に記入しなさい。

    リン酸型燃料電池では、負極に水素、正極に（  ア  ）、電解質溶液にリン酸を用いて

いる。また、この電池の放電に伴う生成物は主に（  イ  ）である。 

    ア      イ 

１  窒素   二酸化炭素 

２  窒素   水 

３  酸素   二酸化炭素 

４  酸素   水 

問３６ 以下の記述について、（   ）の中に入れるべき字句の正しい組み合わせを下から一つ選

び、その番号を解答欄に記入しなさい。なお、同じ記号の（   ）内には同じ字句が入り

ます。 

硫化鉄に希塩酸を加えると（  ア  ）が発生する。（  ア  ）は水に溶けやすく

空気より重いため、（  イ  ）置換法で捕集する。また、（  ア  ）は酸性の溶液中

でＡｇ＋やＰｂ２＋等と反応し、（  ウ  ）沈殿を生じることから、金属イオンの検出や分

析にも用いられる。 

        ア      イ     ウ 

１  二酸化硫黄   水上   黒色 

２  二酸化硫黄   下方   赤色 

３  硫化水素    水上   赤色 

４  硫化水素    下方   黒色 
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問３７ ８．８ｇのプロパンを完全燃焼させたときに生じる水の重量として最も適当なものを下か

ら一つ選び、その番号を解答欄に記入しなさい。なお、化学反応式は以下のとおりであり、

原子量はＨ＝１、Ｃ＝１２、Ｏ＝１６とする。 

    Ｃ３Ｈ８＋５Ｏ２ → ３ＣＯ２＋４Ｈ２Ｏ 

１ ０．２ｇ 

２ ５．０ｇ 

３ １４．４ｇ 

４ ３５．２ｇ 

問３８ 窒素及び窒素化合物に関する以下の記述の正誤について、正しい組み合わせを下から一つ

選び、その番号を解答欄に記入しなさい。 

   ア 窒素は、空気中に体積比で約８０％含まれ、常温常圧では無色・無臭の気体である。  

   イ アンモニアは、水によく溶け、その溶液はフェノールフタレイン溶液を滴下すると赤色に

呈色する。  

   ウ 一酸化窒素は、常温常圧では無色で水に溶けにくい気体である。  

   エ 二酸化窒素は、常温常圧では黄緑色で刺激臭のある有毒な気体である。  

ア  イ  ウ  エ 

１  正  正  正  誤 

２  正  誤  誤  正 

３  正  誤  正  誤 

４  誤  正  誤  誤 
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問３９ 以下の記述について、（   ）の中に入れるべき字句を下から一つ選び、その番号を解答

欄に記入しなさい。 

サリチル酸はベンゼン環の水素原子が（  ア  ）とフェノール性のヒドロキシ基に置

換した化合物で、無水酢酸と反応させるとアセチルサリチル酸が生成する。アセチルサリチ

ル酸は白色の固体で、（  イ  ）として用いられる。 

         ア        イ 

１  カルボキシ基   整腸剤 

      ２  カルボキシ基   解熱鎮痛剤 

      ３  アミノ基     整腸剤 

      ４  アミノ基     解熱鎮痛剤 

問４０ 以下のうち、誤っているものを一つ選び、その番号を解答欄に記入しなさい。 

１ 塩化ナトリウムのイオン結合は、陽イオンと陰イオンが静電気力によってお互いに引き

合い、結合を形成している。 

２ 共有結合には、非金属元素の原子同士が不対電子を出し合い、電子対を共有することで

結合を形成するものがある。 

３ ダイヤモンドは、原子間で金属結合をしているため、非常に硬い。 

４ 水素結合は、共有結合より弱く、切れやすい。 
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性質・貯蔵・取扱【農業用品目】

問題 以下の物質について、該当する性状をＡ欄から、廃棄方法をＢ欄から、それぞれ最も適当なも

のを下から一つ選び、その番号を解答欄に記入しなさい。

物質名 性状 廃棄方法

 Ｎ－メチル－１－ナフチルカルバメート

 （別名 カルバリル、ＮＡＣ）
問４１ 問４５

 １・３－ジカルバモイルチオ－２－（Ｎ・Ｎ－ジ

メチルアミノ）－プロパン塩酸塩

 （別名 カルタップ）

問４２ 問４６

 ジメチル－２・２－ジクロルビニルホスフェイト

 （別名 ジクロルボス、ＤＤＶＰ）
問４３ 問４７

 弗
ふっ

化亜鉛 問４４ 問４８

【Ａ欄】（性状）

１ 無色の結晶で、水やメタノールに溶け、エーテルやベンゼンには溶けない。

２ 無色油状の液体で、水に溶けにくいが、有機溶媒に溶ける。

３ 四水和物は白色の結晶で、水やアンモニア水に溶ける。

４ 白色～淡黄褐色の粉末で、水に溶けにくいが、有機溶媒に溶け、アルカリに不安定である。

【Ｂ欄】（廃棄方法）

１ １０倍量以上の水と撹拌しながら加熱還流して加水分解し、冷却後、水酸化ナトリウム等の

水溶液で中和する。

２ 水酸化ナトリウム水溶液と加温して加水分解する。

３ 還元剤の水溶液に希硫酸を加えて酸性にし、この中に少量ずつ投入する。反応終了後、反応

液を中和し多量の水で希釈して処理する。

４ セメントを用いて固化し、埋立処分する。
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問題 以下の物質の人体に対する中毒症状について、最も適当なものを下から一つ選び、その番号を

解答欄に記入しなさい。

物質名 中毒症状

 シアン化第一銅

（別名 青化第一銅、シアン化銅（Ⅰ））
問４９

 ２－（１－メチルプロピル）－フェニル－Ｎ－メチルカル

バメート

 （別名 フェノブカルブ、ＢＰＭＣ）

問５０

 １・１’－ジメチル－４・４’－ジピリジニウムジクロリド
 （別名 パラコート）

問５１

１ 吸入した場合、縮瞳、意識混濁、全身けいれん等を起こすことがある。

２ 吸入した場合、頭痛、めまい、呼吸麻痺等を起こすことがある。解毒剤として、ヒドロキソ

コバラミンを用いる。

３ 誤飲した場合は、消化器障害、ショックの他、数日遅れて、肝臓、腎臓、肺などの機能障害

を起こすことがある。

４ 皮膚に触れた場合、激しいやけど（薬傷）を起こす。

問５２ 以下の物質のうち、硫酸タリウムの解毒剤として正しいものを一つ選び、その番号を解答

欄に記入しなさい。  

１ 硫酸アトロピン

２ 亜硝酸アミル

３ チオ硫酸ナトリウム

４ ヘキサシアノ鉄（Ⅱ）酸鉄（Ⅲ）水和物（プルシアンブルー）



- 22 - 

問題 以下の物質の廃棄方法として、最も適当なものを下から一つ選び、その番号を解答欄に記入し

なさい。

物質名 廃棄方法

 塩素酸カリウム

（別名 塩剥、塩素酸カリ）
問５３

 ピロリン酸亜鉛

 （別名 二リン酸亜鉛）
問５４

 ２－イソプロピルフェニル－Ｎ－メチルカルバメート 

 （別名 イソプロカルブ、ＭＩＰＣ）
問５５

 塩化第二銅

 （別名 塩化銅（Ⅱ））
問５６

１ 還元剤の水溶液に希硫酸を加えて酸性にし、この中に少量ずつ投入する。反応終了後、反

応液を中和し多量の水で希釈して処理する。

２ 水に溶かし、水酸化カルシウム、炭酸ナトリウム等の水溶液を加えて処理し、沈殿ろ過し

て埋立処分する。

３ 水酸化ナトリウム水溶液等と加温して加水分解する。

４ セメントを用いて固化し、埋立処分する。
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問題 以下の物質の用途として、最も適当なものを下から一つ選び、その番号を解答欄に記入しなさ

い。

物質名 用途

 Ｓ・Ｓ－ビス（１－メチルプロピル）＝Ｏ－エチル＝ホスホ

ロジチオアート

（別名 カズサホス）

問５７

 １－（６－クロロ－３－ピリジルメチル）－Ｎ－ニトロイミ

ダゾリジン－２－イリデンアミン

（別名 イミダクロプリド）

問５８

 ２－クロル－１－（２・４－ジクロルフェニル）ビニルジメ

チルホスフェイト

（別名 ジメチルビンホス）

問５９

ブラストサイジンS 問６０

１ 稲のニカメイチュウ、キャベツのアオムシ等の殺虫剤として用いる。

２ 稲のイモチ病に用いる。

３ 野菜等のアブラムシ類等の害虫を防除する農薬として用いる。

４ 野菜等のネコブセンチュウを防除する農薬として用いる。
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実地【農業用品目】

問題 以下の物質の原体の色として、最も適当なものを下から一つ選び、その番号を解答欄に記入し

なさい。

物質名 色

 ３－（６－クロロピリジン－３－イルメチル）－１・３－チ

アゾリジン－２－イリデンシアナミド

 （別名 チアクロプリド）

問６１

 ２・２－ジメチル－１・３－ベンゾジオキソール－４－イル

－Ｎ－メチルカルバマート

 （別名 ベンダイオカルブ）

問６２

 アンモニア 問６３

１ 白色

２ 無色

３ 赤褐色

４ 黄色
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問題 以下の物質の性状として、最も適当なものを下から一つ選び、その番号を解答欄に記入しなさ

い。

物質名 性状

 ２・４・６・８－テトラメチル－１・３・５・７－テトラオ

キソカン

（別名 メタアルデヒド）

問６４

 ジエチル－Ｓ－（エチルチオエチル）－ジチオホスフェイト

 （別名 エチルチオメトン、ジスルホトン）
問６５

 ２・３－ジヒドロ－２・２－ジメチル－７－ベンゾ[ｂ]フラニ
ル－Ｎ－ジブチルアミノチオ－Ｎ－メチルカルバマート

 （別名 カルボスルファン）

問６６

１ 白色の粉末で、強酸化剤と混合すると反応が起こる。

２ 無色～淡黄色の液体で、特有の臭気がある。

３ 褐色の粘稠液体である。

４ 濃い藍色の結晶で、無水物は白色の粉末である。

問題 以下の物質の鑑識法について、最も適当なものを下から一つ選び、その番号を解答欄に記入し

なさい。 

物質名 鑑識法 

酢酸第二銅 

（別名 酢酸銅（Ⅱ）） 
問６７ 

塩素酸コバルト 問６８ 

ニコチン 問６９ 

硝酸亜鉛 問７０ 

１ 硫酸酸性水溶液に、ピクリン酸溶液を加えると、黄色結晶を沈殿する。

２ アンモニアと反応し、白色のゲル状の沈殿を生じるが、過剰のアンモニアでアンモニア錯

塩を生成し、溶解する。

３ 亜硝酸等の還元剤で塩化物を生成する。

４ 水溶液は水酸化ナトリウム溶液と反応し、冷時青色の沈殿を生じる。




